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　Abstract

Ceratothoa verrucosa (Schioedte and Meinert, 

1883) is a buccal-cavity parasite of sparid fishes in 

Japanese waters. Of seven individuals of red seabream 

Pagrus major (Temminck and Schlegel, 1843) 

examined from Kagoshima Bay off  Ibusuki , 

Kagoshima Prefecture, southern Kyushu, in May 2016, 

one had an ovigerous female and a male of C. 

verrucosa in the buccal cavity. This represents the first 

and second records of C. verrucosa from Kagoshima 

Bay and the waters around Kyushu, respectively. This 

collection expands the distribution range of the species 

from Tomioka, Kumamoto Prefecture, central Kyushu, 

southward to  Kagoshima Bay.  The host  and 

biogeographical records of the species are also 

reviewed.

　はじめに

タ イ ノ エ Ceratothoa verrucosa (Schioedte and 

Meinert, 1883)は日本産タイ科魚類の口腔に寄生

する等脚目ウオノエ科の 1種である（椎野，

1965, 1979；齋藤ほか，2000）．九州近海における

本種の記録は，80年以上前に平岩（1934）が熊

本県天草富岡産マダイ Pagrus majorから得たのが

最初でかつ唯一の例である．最近，鹿児島湾で漁

獲されたマダイを調べたところ，口腔にタイノエ

の寄生を認めた．これは九州におけるタイノエの

第 2発見例であるとともに，鹿児島県からの初記

録であるので，ここに報告する．また，わが国に

おけるタイノエに関する知見はすでに山口ほか

（2004）によって整理されているが，ここでは最

近の知見を加えて，特に宿主と地理的分布に関す

る情報の整理と考察を行う．

　材料と方法

本研究で調べたマダイは 2016年 5月 12日に

鹿児島県指宿市地先の鹿児島湾で漁獲された 7尾

である．これらを現地で購入後，氷で冷やした状

態で鹿児島市郡元にある鹿児島大学大学院理工学

研究科に運び，寄生虫検査に供した．マダイの標

準体長を測定後，実体顕微鏡下で体表，鰭，鰓，

口腔，鰓腔における寄生虫の有無を調べた．寄生

性甲殻類を認めた場合には，寄生部位や寄生状態

を記録後，ピンセットで摘出して 70%エタノー

ル液で固定・保存した．採集した標本は椎野（1951）

と Hadfield et al. (2015)をもとに同定した．この

標本は茨城県つくば市にある国立科学博物館筑波

研究施設に収蔵されている（NSMT–Cr 25469）．

本報告で使用する等脚類の形態学用語は下村・布

村（2010），魚類の和名と学名は中坊（2013）に従っ

た．

　結果と考察

寄生虫検査に供したマダイ 7尾（標準体長

158–198 mm）のうち，1尾（158 mm）の口腔に

タイノエの雌雄成体各 1個体が寄生していた．雌
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は，宿主の口蓋に腹面を向けて固着していた（Fig. 

1A）．雄は，雌の側方で宿主の口腔壁に腹面を向

けて寄生していた（Fig. 1B）．

Ceratothoa verrucosa (Schioedte and Meinert, 1883)

タイノエ　（Fig. 1）

形態と同定　得られた雌成体の体長は 24 mm，

最大体幅は 13 mm．体は小判型．背側は扁平．育

房が大きい．頭部は小さく，半円形．第 1胸節左

右前縁は拡張して頭部を囲む．頭部と第 1–2胸節

背面に凹凸を有する．各腹節は短い．腹尾節は半

月形．雄成体の体長は 16 mm，最大体幅は 6 

mm．体は雌より狭い．胸部両側はほぼ平行．こ

れらの形態的特徴は，椎野（1951）や Hadfield et 

al. (2016)によって報告されたタイノエの形態と

一致する．

タイノエは，日本産標本に基づき Schioedte and 

Meinert (1883)によって新種として記載された．

タイプ標本はオランダにあるライデン自然史博物

館に収蔵されている．山口・馬場（1993）は，そ

の標本を観察してレクトタイプとパラレクトタイ

プを指定した．近年，それらを用いて，タイノエ

の再記載が行われた (Hadfield et al., 2016)．本種は，

等脚目 Isopodaウオノエ科 Cymothoidaeに属する

（椎野，1965, 1976；布村，1995）．なお，タイノ

エが属する Cymothoidaeを「タイノエ科」とした

記述（無記名，1966；稲葉，1988）があるが誤り

である．

本種の属名に関して，以前は Rhexana (Schioedte 

and Meinert, 1883; Thielemann, 1910; Sanda, 1941)

や Rhexanella（Nierstrasz, 1915, 1931； 椎 野，

1951； 無 記 名，1966；Trillles, 1972；Nunomura, 

1981, 1985）が用いられたが，近年は Ceratothoa 

Fig. 1. Ceratothoa verrucosa (Shioedte and Meinert, 1883), NSMT–Cr 25469. A and B, an ovigerous female (A) and a male (B) attached to 
the roof and lateral wall of the buccal cavity of Pagrus major, respectively (the female was removed in B); C and D, an ovigerous female, 
dorsal (C) and lateral (D) views, alcohol-preserved specimen; E, a male, dorsal view, alcohol-preserved specimen. Scale bars: 10 mm in A–
C; 5 mm in D–E.
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(Yamauchi and Nunomura, 2010; Hadfield et al., 2016)

が使われている．平岩（1934）は本種の属名を

Rexanaと誤記した．

宿主　マダイ Pagrus major（本論文）．これま

でにタイノエの宿主として知られるタイ科魚類は

マダイとチダイ Evynnis tumifronsである．特に，

マダイからの記録が多い（平岩，1934；Sanda, 

1941；椎野，1951；無記名，1966；Nunomura, 

1981, 1985；Yamauchi and Nunomura, 2010；本論

文）．鈴木（1979）は，タイノエが山形県産「チ

ダイその他のタイ科魚類の口腔に寄生」するとし

て，本種のチダイへの寄生を初めて報告した．し

かし，タイノエの形態等の情報を欠くため，今後，

新たな標本を得て同定を行うとともに，この地域

の宿主魚類を明らかにする必要がある．ただし，

わが国のチダイにタイノエが寄生することは間違

いなく，最近，三重県における事例が報告された

（Nagasawa and Isozaki, 2016）．

わが国で出版された図鑑等において，タイノ

エの宿主は「タイ類」（椎野，1965, 1979；布村，

1995）と記されている．このような場合，この「タ

イ類」はタイ科全体を示すため，タイノエがタイ

科内の魚種に隔たりなく寄生するような印象を与

える．しかし，実際にはタイノエの宿主範囲や宿

主特異性に関する知見はほとんどなく，今後の大

きな研究課題である．このことに関して，既知宿

主のマダイとチダイはともにマダイ亜科に属する

ため，タイノエが本亜科魚類に宿主特異性を示す

可能性が示唆された (Nagasawa and Isozaki, 2016)．

わが国には両魚種に加えて，タイワンダイ

Aryrops bleekeriとヒレコダイ Evynnis cardinalisの

マダイ亜科 2種が分布するので（中坊 , 2013），

これら魚種におけるタイノエの寄生を調べること

が望まれる．

Nunomura (1981)は新潟県佐渡産のタイノエを

報告した際，宿主として「porgy」とマダイ（原

著では学名）の 2つを挙げた．前者はクロダイ

Acanthopagrus schlegeliiを英名で示す際に black 

porgyのように用いられるが，マダイとは別種の

タイ類，あるいは単に未同定のタイ類を示すため，

著者がマダイ以外のいかなるタイ科魚類に対して

「porgy」を用いたかは不明である．このため，魚

種を特定できない「porgy」がタイノエの宿主と

して文献上で残っている．加えて，上記したよう

に，山形県におけるタイノエの宿主は「チダイそ

の他のタイ科魚類」と報告された．しかし，「そ

の他のタイ科魚類」がいかなる種であるかは不明

である．さらに，布村（2011）が記した新潟県沖

の「タイ」も魚種を特定できない．

タイノエの宿主に関して，もうひとつ課題が

ある．それは布村（2011）がタイノエの宿主とし

て 記 録 に 残 し た「 ア カ ム ツ 」Doederleinia 

berycoidesである．これは，富山市科学博物館の

標本目録（布村，2011）のなかで，富山県滑川市

産タイノエに関して「宿主アカムツ口腔内」とす

る記録である．これが事実ならば，タイノエはタ

イ科魚類のみでなく，アカムツが属するホタル

ジャコ科にも寄生して，タイノエはタイ科魚類に

寄生するという，これまでの認識を変えることに

なる．同市産アカムツにはタイノエに近縁のソコ

ウオノエ Ceratothoa oxyrrhynchaenaも寄生してい

る た め（Yamauchi and Nunomura, 2010； 布 村，

2011），今後，この水域のアカムツにはタイノエ

とソコウオノエの 2種が寄生するのか，あるいは

タイノエがアカムツに偶発的に寄生したのか，更

には魚種の誤同定・誤記の可能性など，様々な検

証が求められる．

タイノエは養殖マダイにも寄生する．しかし，

本件に関する原著論文はなく，図鑑で紹介されて

いるのみである（畑井，1989, 2006）．寄生状況や

病害性など，養殖現場でのタイノエに関する研究

が期待される．

なお，古い文献（平岩，1934；Sanda, 1941；椎

野，1951）では，マダイの学名として Pagrosomus 

majorが用いられた．マダイの属名が Pagurusと

誤記されたこともある（Nunomura, 1985）．

寄生部位　口腔（本論文）．これまでもタイノ

エの寄生部位は例外なく「口腔」と記され（平岩，

1934；Sanda, 1941；椎野，1951；無記名，1966；

鈴 木，1979； 畑 井，1989, 2006；Nagasawa and 

Isozaki, 2016），本種の口腔への特異性は極めて強

い．
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今回，雌雄 1対のタイノエがマダイの口腔に

寄生しているのが見られた．同様な例は，タイノ

エがチダイの口腔に寄生した場合にも見られる

(Nagasawa and Isozaki, 2016)．椎野（1965, 1979）

は「雌雄同時に一宿主に見出される事も珍しくな

い」と記している．

産地と地理的分布　鹿児島県指宿市沖の鹿児

島湾（本論文）．これは，わが国におけるタイノ

エの南限記録である．九州では，熊本県天草富岡

からの記録がある（平岩，1934）．

椎野（1965, 1979）は，タイノエは「わが国沿

岸に普通」と記している．わが国でタイノエが記

録された場所は，太平洋側では，北から千葉県（銚

子）（椎野，1951），東京 (Trillles, 1972)，静岡県（相

模湾［伊東と初島の間］）(Thielemann, 1910)，三

重県（古和浦湾）(Nagasawa and Isozaki, 2016)，

和歌山県（白浜）（椎野，1951），鹿児島県（鹿児

島湾［指宿市］）（本論文）である．いずれも黒潮

の影響を強く受ける水域である．

日本海・東シナ海側では，北から山形県（飛島，

加茂，鼠ヶ関）（鈴木，1979），新潟県（佐渡［相

川町達者］，新潟県沖）(Nunomura, 1981；布村，

2011)，富山県（水橋，岩瀬沖，新湊，魚津市三ケ，

滑 川 市 ）(Nunomura, 1985；Yamauchi and 

Nunomura, 2010；布村，2011)，熊本県（天草富岡）

（平岩，1934）である．今のところ，山陰沖から

タイノエの記録はない．太平洋側と似て，黒潮か

ら分かれた対馬暖流が影響する水域からタイノエ

が採集されている．

以上の記録に加えて，瀬戸内海では，広島県（広

島湾周辺，下忠海）（平岩，1934；Sanada, 1941）

と不明産地（稲葉，1988）から記録がある．また，

産地不明のタイノエ雌成体の写真が無記名（1966）

と山内（2014）に示されている．「宿主」の項で

述べたように，山形県からの記録（鈴木，1979）

にはタイノエの同定に関する情報が示されていな

いため，今後，新たな標本を得て分布を確認する

必要がある． 

タイノエは，日本以外ではインドネシアから

記録がある (Nierstrasz, 1931)．しかし，Hadfield et 

al. (2016)はこの記録に懐疑的であり，タイノエ

の分布域を「日本とその周辺島嶼 (Japan and 

surrounding islands)」とした．また，中国の成書

（Huang and Lin，2012: 268）にタイノエの雌雄成

体の図（原図ではなく椎野 [1951]の Fig. 1A–Bの

複写）が掲載されており，中国にもタイノエは分

布するようである．ただし，中国でも香港（Bruce, 

1982）や海南島等（Yu and Li, 2003a, 2003b）から

はタイノエの記録はない．

以上を整理すると，タイノエはわが国沿岸に

分布するほか，中国沿岸にも分布している可能性

がある．わが国では，タイノエは千葉県から鹿児

島県までの太平洋沿岸，山形県から熊本県までの

日本海・東シナ海沿岸および瀬戸内海から記録が

あり，主に黒潮と対馬暖流の影響を受ける水域に

分布すると言えよう．
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